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Ⅰ．目的

障害者基本法の一部改正（2004）に伴い、第 14 条「国及

び地方公共団体は、障害のある児童及び生徒と障害のない児

童及び生徒との交流及び共同学習を積極的に進めることに

よって、その相互理解を促進しなければならない」という、

交流及び共同学習の推進に関する規定が示された。

久保山(2018）は、交流及び共同学習を進めるにあたって「実

施相手校の意識・理解」「実施相手校の受け入れ体制」「自校

（校内）の体制」の３つを課題として挙げている。また、阿

部（2018）は、小中学校教員の「交流教育」概念範囲と特別

支援学校教員の「交流及び共同学習」概念範囲の齟齬と意識

の乖離があることを指摘している。これらから中学校と特別

支援学校における交流及び共同学習（学校間交流）の課題に

ついて具体的に明らかした上で限られた時間の中で授業を

円滑に計画していく方略が求められる。そして、インクルー

シブ教育推進の観点から互いの学校の教員が共に協力・協働

して交流及び共同学習（学校間交流）を進めていくことが望

ましいと考える。

本研究では、中学校と特別支援学校の「交流及び共同学習」

（学校間交流）における目的や意義、授業づくりで重要な要

素を視覚化して教員が共有することができる「授業プランニ

ングシート」（特別支援学校版、中学校版）を開発する。ま

た、「授業プランニングシート」と思考ツールを用いた校内

研修を行い、その効果について検討する。

Ⅱ．方法

１．対象：A特別支援学校の中学部教員（19名）

B中学校教員（20名）

２．校内研修による実践：開発した「授業プランニングシー

ト」（表２、表３）を活用して、A特別支援学校（20XX年

9月）、B中学校（20XX年 10月）の教員を対象に実施した。

３．分析方法

1）効果の測定：A特別支援学校と B中学校の教員を対象と

した校内研修後に質問紙調査を実施した。４段階尺度を用い

て平均値を算出した。

2)倫理的配慮：協力校の学校長、校内研修に参加した教員に

対して研究内容や倫理的な配慮を説明し、同意を得た。また、

個人情報保護にも配慮した上で進めていった。

Ⅲ．結果と考察

1)授業プランニングシートの開発と校内研修の流れ：「授業

プランニングシート」は、交流及び共同学習（学校間交流）

における目的や意義の共有、授業計画を円滑に行うとともに

自校や相手校教員の考えを融合させて合意形成かつ連携を

図っていくことも目標としている。本シートは、全 14項目

で構成されており、学校の特性に合わせて特別支援学校版

（表２）と中学校版（表３）の２種類を開発した。特別支援

学校版と中学校版で内容が異なる 3項目は、「学校間交流で

学んでほしいこと」「協力・協働」「相談」に関する項目であ

る。「学校間交流で学んでほしいこと」（中学校版）は、障害

理解や相互理解、道徳に関する項目で構成されている。「協

力・協働に関する項目」（中学校版）は、障害のある生徒へ

の理解や関わり方、事前学習の進め方の項目を盛り込んだ。

また、「相談に関する項目」（中学校版）では、授業の構成、

教材・教具に関する項目、中学校教員が困っていることを自

由記述で書き込む欄を設けて具体的に特別支援学校教員と

協働して取り組んでいくことを明確にすることができるも

のにした。また、交流及び共同学習（学校間交流）の授業づ

くりに関わる項目（11項目）も設けていった。

校内研修は、1時間の設定で行った。５人程度の少人数の

グループを編成して話合いを進めていった。校内研修は、下

記の流れで進めていった。【①マンダラシートの記入、授業

題材例一覧を使ってアイデアを出す】【②グループで話合い

授業のアイデアをまとめる】【③相手校の教員に協力・相談

したいことを話し合う】【④グループごとに発表】

2）校内研修後の質問紙調査の結果：A特別支援学校（N＝19）
と B中学校（N＝20）の教員を対象とした校内研修後に授業

プランニングシートの活用に関する質問紙調査を実施して、

平均値を算出し比較した。結果は、図１のとおりである。
表１ A特別支援学校と B 中学校の得点結果と質問項目の内容

A特別支援学校の結果では、交流及び共同学習（学校間交

流）で自校の生徒に学んでほしいことや「授業プランニング

シート」と思考ツールを活用した項目に関する高い得点が示

された。B中学校の全体の得点は、A特別支援学校よりも高

い数値であった。結果から中学校における交流及び共同学習

（学校間交流）の授業を計画していく際に「授業プランニン

グシート」と思考ツールを活用していくことの意義は大きく、

効果が高いと考える。経験の無い教員にとっては、特別支援

学校との交流及び共同学習（学校間交流）について具体的な

授業のイメージを持つことが難しいと推測する。その上で

「授業プランニングシート」と思考ツールを活用した校内研

修によって経験のある教員と経験の無い教員が、話し合うこ

とで授業づくりの核が形成されて、共通認識を持つことがで

きることや教員間連携につながると考える。

今後は、授業プランニングシートを使った特別支援学校と

中学校との学校間交流の授業実践を積み重ねていく中でシ

ートの修正と改善していき、互いの教員がより活用しやすい

ものにしていくことが求められる。

表２ 特別支援学校版 表３ 中学校版
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